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はじめに 
 2015/11/30にリリースしましたIIJ GIOインフラストラクチャーP2

は、もう少しで1周年を迎えます。 
 

 従来サービスのホスティングパッケージ（パブリッククラウド）とコ
ンポーネントサービス（プライベートクラウド）は、基本的には連携
して利用することができませんでした。 
 

 P2は、OneCloudというテーマを掲げ、パブリッククラウドとプライ
ベートクラウドの良い面を自由に組み合わせて利用可能なハイブリッ
ドクラウドとしてサービス提供しています。 

 
 本公演では、主にパブリックリソースに焦点を当て、従来サービスで

あるホスティングパッケージサービスからの改善と、今後の改善につ
いて、P2の裏側に触れつつご紹介します。 
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クラウドインフラ基盤の拡張 
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クラウドインフラ基盤拡張のモチベーション 
 理想は、売り切れが発生しない潤沢なリソースプール 

• 導入初期から最終形で構成するのは、コスト面や設備の準備などの視点から
現実的ではない 

• そのため、需要に応じて、ある程度の範囲で増設していけるアーキテクチャ
が理想。例えば、コンテナ単位など 

 
 プライベートネットワークはL2で提供 

• フローティングIPを使った冗長化構成を組みやすい 
• ルーティングなどの考慮も不要なのでシンプルなシステム構成が組みやすい 
 

 システム的な上限は極力排除したい 
• 契約の上限はあくまで契約の上限 
• システム的な上限は設けず、契約上限をあげるだけで、利用可能にしたい 
• だから、アドレスの範囲は広く持ちたい 
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IIJ GIO基盤の拡張の変革 
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初期型 L3拡張型 SDN拡張型（P2初期） 

 1サイト = 1 Zone 
 Hypervisor層ネットワー

クも仮想サーバ層ネット
ワークもL2一面 

 1サイト = 複数Zone 
 Zone毎にL2面が分かれる 
 ゾーン間はL3で接続 
 仮想サーバ層のZone跨ぎの

ネットワークはL3接続 
 

 1サイト = 複数Zone 
 Zone毎にL2面が分かれる 
 ゾーン間はL3で接続 
 仮想サーバ層のZone跨ぎの

ネットワークは、SDNでL2
を延長 
 

インフラストラクチャーP2 ホスティングパッケージ 

Hypervisor層 

仮想サーバ層 
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仮想サーバのL2の範囲 

Zone A 

ホスティングパッケージ：初期型 

Server 
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Switch 

Core 
Switch 

Server 

Edge 
Switch 

Server Server 

: : 

・・・ 

 サイト = 1ゾーン 
 Hypervisor層ネットワークも仮想サーバ層ネットワークもL2一面の

シンプルな構成 
 物理ノード1,000台くらいまでであれば、効率はよいが、クラウドと

しての競争力は弱い（売り切れやすい） 

Hypervisor層 

顧客A 

VM VM 

顧客B 

VM VM 

The Internet 

Global Network 

仮想サーバ層 
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仮想サーバのL2の範囲 仮想サーバのL2の範囲 

L3 
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ホスティングパッケージ：L3拡張型 
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: : 
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Hypervisor層  サイト = 複数ゾーン 
 ゾーン = 初期型の構成で、

ゾーン毎にL2が別れる
（Hypervisor層、仮想サーバ
層共に） 

 ゾーン間はL3で接続 
 物理ノード1,000台以上可能だ

が、仮想サーバ層のゾーン跨ぎ
の通信もL3接続となる 

 仮想サーバ層は、通常契約用
/27と大規模契約用/20を事前
に用意。ただし、途中で通常契
約用から大規模契約用への変更
は不可 

 Core Switchまで仮想サーバ層
のL2が延長されているため、
Core Switchの負荷が厳しい 
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Zone B Zone A 

通常契約用 

ホスティングパッケージ：L3拡張型 

VM VM 

大規模契約用 

VM VM VM VM 

Core L3 

Global Network Global Network 

The Internet 

yy.yy.0.0/24 yy.yy.1.0/24 yy.yy.0.0/20 

仮想サーバ層 

xx.xx.xx.0/27 

大規模契約用は、/20の範囲で事前に確保しておき、 
各ゾーンに/24単位で割り当てる 

仮想サーバは、/20宛てのルーティングを事前に 
Core L3に向けておくことで、L3跨ぎであることを 
あまり意識せずに通信可能に 

仮想サーバ層のL2がCore L3まで延長されているため、 
MACアドレスのキャッシュなどで、Core L3の負荷が厳しめ 

通常契約用は/27 
大規模契約用に変更不可 
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仮想サーバのL2の範囲 仮想サーバのL2の範囲 

L3 
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インフラストラクチャーP2：SDN初期型 
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Hypervisor層  サイト = 複数ゾーン 
 ゾーン間はL3で接続 
 ゾーン毎にL2が別れる構成だが、

仮想サーバ層は、SDNでL2を
仮想的に延長 

 顧客用ネットワークは、/20で
割り当てているため、前述の拡
張型のような移行問題は発生し
ない 

 仮想サーバ層のゾーン跨ぎの通
信は、SDNでエンキャップされ
るため、Core Switchとしては、
SDN機器のMACのみ学習すれ
ば良い 
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Zone B Zone A 

契約A 

インフラストラクチャーP2：SDN初期型 

VM VM 

契約B 

VM VM VM VM 

SDN SDN 

VXLAN (VNI 1000) 

Global Network Global Network 

VLAN 1501 VLAN 1500 VLAN 1500 

VLAN 1501 

VNI 1000 

VLAN 1500 

VNI 1000 

The Internet 

仮想サーバ層 

xx.xx.xx.0/20 xx.xx.xx.0/20 

VLANドメインは、ゾーン単位 
ゾーンが変われば、同一契約でも別のVLAN IDを 
使用していることもありえる 

VLAN  VXLAN変換を行い仮想的にL2を延長する 
VMは別ゾーンに存在していても、 
同一L2上にいるように通信できる 

単一ゾーン、 
複数にまたがるゾーンに関係なく/20 
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本セクションのポイント 
 売り切れないリソースの実現はできていないが、増設単位（例えばコ

ンテナ）を工夫することで、需要に応じて、比較的容易に拡張しやす
い構成を実現。 
 

 SDNを活用することで、物理ネットワークの構成に関係なく、L2ネッ
トワークを提供。 
 

 標準プライベートネットワークは、事前に固定で割り当てる方式から、
動的に広範囲のネットワークへ割り当てる方法に変更。契約の上限を
変更することが可能に。 
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ハイブリッドクラウドを目指して 
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クラウドサービスへの期待 
 フロントエンドのWEBサーバは、繁忙期・閑散期にあわせて、オンデ

マンドに増減させたい。 
 

 ロードバランサは、トラフィックの状況をみつつ、スペックアップし
ていきたい。 
 

 データベースサーバはパフォーマンスに優れた機器を使用したい。他
のリソースの影響も受けたくないから、機器は占有したい。 
 

 データベースはオンプレ環境のデータベースとも安全に同期したい。 
 

 共有ストレージは、フロントエンドのWEBサーバとバックエンドの
データベースの両方から使用したい。 
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理想(1) 

FW+LB FW+LB 

The Internet 

Global Network 

WEB WEB WEB 

DB DB 

HA 

HA 

オンプレ環境 

・・・ 

WAN 
共有 

ストレージ 

トラフィックに応じて、スペックアップできるFW+LB 

オンデマンドに増減できるフロントエンドサーバ 

フロントエンドサーバからも 
バックエンドサーバからも 
利用可能な共有ストレージ 

ハイスペックの占有サーバ 
（データベース） 安全で高品質な 

オンプレ環境との連携 
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クラウドリソースへのマッピング 
 フロントエンドのWEBサーバは、繁忙期・閑散期にあわせて、オンデ

マンドに増減させたい。 
 

 ロードバランサは、トラフィックの状況をみつつ、スペックアップし
ていきたい。 
 

 データベースサーバはパフォーマンスに優れた機器を使用したい。他
のリソースの影響も受けたくないから、機器は占有したい。 
 

 データベースはオンプレ環境のデータベースとも安全に同期したい。 
 

 共有ストレージは、フロントエンドのWEBサーバとバックエンドの
データベースの両方から使用したい。 

従来サービス（ホスティングパッケージ、コンポーネントサービス）では、 
この条件を一度に全て満たすことができませんでした 

パブリッククラウド 

パブリッククラウド 

プライベートクラウド 

外部接続 

ストレージサービス 
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ストレージサービス 外部接続 プライベートクラウド 

パブリッククラウド 

理想(2) 

FW+LB FW+LB 

The Internet 

Global Network 

WEB WEB WEB 

DB DB 

HA 

HA 

オンプレ環境 

・・・ 

WAN 
共有 

ストレージ 

トラフィックに応じて、スペックアップできるFW+LB 

オンデマンドに増減できるフロントエンドサーバ 

フロントエンドサーバからも 
バックエンドサーバからも 
利用可能な共有ストレージ 

ハイスペックの占有サーバ 
（データベース） 安全で高品質な 

オンプレ環境との連携 
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外部接続 

コンポーネントサービス 

ホスティングパッケージ 

弊社従来サービスの現実 

FW+LB FW+LB 

The Internet 

Global Network 

WEB WEB WEB 

DB DB 

HA 

HA 

・・・ 

共有 
ストレージ 

共有 
ストレージ 

ストレージはパブリッククラウドとプライベートクラウドに 
それぞれ存在し、共有することができない 

オンデマンド提供は、高密度な 
マルチテナント環境だからこそできること 

仮想サーバベースのソフトウェアロードバランサだから 
スペックアップが簡単にできる 

プライベートクラウドの占有環境だからこそ 
提供できる占有サーバ 

手軽に利用できるパブリッククラウドと 
堅実に利用したいプライベートクラウドを 
安全で高品質に接続する難易度の高さ 
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コンセプトの違う２つのクラウドサービス 
パブリッククラウド プライベートクラウド 

仮想サーバ 
仮想アプライアンス 

マルチテナント（共有型） 
高密度 

柔軟な課金モデル（日割/従量） 

物理サーバ + VMware 
物理アプライアンス 

占有（独立型） 
個別機器（カスタマイズ可） 

月額モデル 

従来サービスもインフラストラクチャーP2もこのコンセプトは変わっていない 
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安易に混ぜられない2つのクラウドサービス 

共有型 
マルチテナント 

高密度 独立型 個別 

マルチテナントだからこそ必要なセキュリティ 

高密度収容だから必要なリソースコントロール 

独立型だから融通の利くセキュリティ 

個別だから自由に使えるリソース 

パブリッククラウド プライベートクラウド 

Hypervisorやネットワークで細かい制御 カスタマイズを意識した業務フロー 

安易に混ぜると両方の良さを失う可能性もある・・・ 

インフラストラクチャーP2では、お互いの良い点を尊重しつつ、弱点
を補い、一つのクラウドサービスとして利用できる方法を模索 
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パブリックリソース 

SDN+プライベートバックボーンサービスで実現 

プライベートバックボーン 
サービス 

オンプレ環境 

プライベート 
リソース 

ストレージ 
リソース 

Zone A 

VM 

SDN 

Zone B 

VM 

SDN 

L3 Switch 

Gateway 
Zone 

SDN 

VXLAN (L2の延長) 

プライベートバックボーンサービス接続用の専用ゾーン 
SDNによるL2延長により、L3 Switchまでは 
同一セグメントとして利用できる 

外部コンポーネントへは、 
プライベートバックボーンサービス経由で接続 

Gatewayアドレスは、収容ゾーンに関係なく 
同じものが利用できる 

 プライベートバックボーン
サービスを中心に各リソー
スへ接続する構成 

 プライベートバックボーン
サービスへの接続用の専用
のゾーン（Gateway 
Zone）を用意し、VLAN
で接続 

 SDNによるL2の延長によ
り、収容ゾーンに関係なく
同一Gatewayアドレスの
利用が可能 
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インフラストラクチャーP2での構成 

ストレージ 
リソース 

外部接続 

プライベーリソース 

パブリックリソース 

FW+LB FW+LB 

The Internet 

Global Network 

WEB WEB WEB 

DB DB 

HA 

HA 

オンプレ環境 

・・・ 

共有 
ストレージ 

トラフィックに応じて、スペックアップできるFW+LB 

オンデマンドに増減できるフロントエンドサーバ 

フロントエンドサーバからも 
バックエンドサーバからも 
利用可能な共有ストレージ 

ハイスペックの占有サーバ 
（データベース） 

安全で高品質な 
オンプレ環境との連携 

プライベートバックボーンサービス 
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IIJ GIOインフラストラクチャーP2のラインアップ 

パブリックリソース プライベートリソース 

FW+LB ：ベストエフォートタイプ 

ベスト 
エフォート 

タイプ 
性能保証 
タイプ 

専有 
タイプ 

 
シングル 
タイプ 

 
クラスタ 
タイプ 

VWシリーズ 

オンライン申込＆自動デリバリ オンライン申込＆(一部)自動デリバリ 

CentOS RedHat Windows CentOS RedHat VMware Windows 

スペックカスタマイズ（手動デリバリ） 

メモリ追加 ローカルディスク追加 

FW/LB 

ストレージリソース 
プライマリ 
NFSサーバ 

NFSボリューム NFSボリューム 
（ローカルバックアップ） 

FW+LB ：占有タイプ 

仮想サーバ 物理サーバ 仮想化 
プラットフォーム 

ubuntu 

インフラストラクチャーP2では全てがつながります！ 
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本セクションのポイント 
 インフラストラクチャーP2では、パブリッククラウドとプライベート

クラウドの良いところを尊重しつつ、弱点を補い、一つのクラウド
サービスとして提供。 
 

 SDNとプライベートバックボーンサービスを組み合わせることで実現。 
 

 インフラストラクチャーP2の各リソースは、全て繋がります！ 
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仮想アプライアンス 
IIJサービス on IIJ GIO P2 
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IIJの豊富なサービスラインアップ 
 IIJ GIO P2では、IIJの豊富なサービスを活用、連携することで可能

性を広げる道を選択。 
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例えば・・・ 

IIJ GIOインフラストラクチャーP2 
パブリックリソース 

IIJマネージド 
ファイアウォール 

SmartWAN 

IIJ GIO UK IIJ GIO SGP IIJ GIO US 

他社クラウド 

The Internet 

IIJマネージドファイアウォールで 
安定した高度なセキュリティ 

IIJ GIO P2と他社クラウドを併用してマルチクラウド化 
さらにIIJ Omnibusを使用してシームレスな連携 

SEILとSmartWANを使用して 
海外GIOとの安定したVPN接続 
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仮想サービスプラットフォーム 

目指すところは、IIJの各種サービスが動作する仮想サービスプラット
フォーム 
IIJの各種サービスが動作し、組み合わせ次第で可能性が無限に広がるクラウドサービス。 
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仮想化プラットフォームの変更 
 ホスティングパッケージではXenを使用していたが、P2パブリックリ

ソースではKVMに変更 
 

 複数のOS (distribution)の導入が比較的容易になった 
 
 
 
 
 
 
 
 

 この変更により、各サービスで使用しているOSが提供OSと異なる場合
でも、比較的容易に受け入れることができている 

ホスティングパッケージ P2パブリックリソース 

提供OS (distribution) CentOS 5, 6 
CentOS 6, 7 
Redhat Enterprise Linux 6, 7 
Windows Server 2008, 2012 
Ubuntu 14.04, 16.04 

内部利用 / 試験中 CentOS 7 
Netbsd 
CheckPoint 
SEIL/x86 
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余談：Xen vs KVM 

Crystal Disk Mark 

NTtcp 

DB (SQLIOSim) 

 XenとKVMのベンチマーク比較 
 仮想化プラットフォーム選定にあ

たって、ベンチマークをとった 
 Windows VMで実施 
 どちらかが際立って性能が良いとい

うこともなく、僅差の結果 
 ただ、安定動作させるまでに手間が

かったのは、Xen 
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イレギュラーフロー（現在） 通常フロー 

ストレージアーカイブ 

ストレージ 
アーカイブ 

サービス用 
オリジナル 
イメージ 

登録 

 P2パブリックリソースでは、システムストレージから作成したカスタ
ムOSイメージを保存するアーカイブ機能を提供 
 

 カスタムOSイメージは、バックアップとしても、クローニングの元イ
メージとしても利用可 
 

 ストレージアーカイブにサービス用のオリジナルイメージを登録する
ことで、サービス担当者による開発を可能にしている 

サービス用 
オリジナル 
イメージ 

システム 
ストレージ 

展開 起動 

仮想サーバ サービス担当者 
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起動時のメタデータ対応(1) 
 現在のP2パブリックリソースは、SSH鍵、rootパスワードなどの設定

は、システムストレージ上のファイルを編集することで対応している 
 
 
 
 
 
 
 
 

 この方式だと以下の問題がある 
• ファイルシステムによっては対応できない（P2だとWindowsは非対応） 
• 暗号化されていると対応できない 
• 遅い 
• 仮想サーバ上でスクリプトを実行するようなことはできない 

設定用サーバ 

システム 
ストレージ 

iSCSI Storage #1 

LUN 
1A 

LUN 
1B 

設定プロセス 

iSCSI Storage #2 

LUN 
2A 

LUN 
2B 

パスワード 
SSH鍵 

(1) 設定依頼 

(2) システムストレージを 

mount 

(3) ファイルを更新 
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追加フロー 通常フロー 

起動時のメタデータ対応(2) 
 そこで、仮想サーバ起動時に、メタデータを渡して設定したり、スク

リプトを実行するなどの対応を進めている（AWSのUserData、GCE
のInstance Metadataなどと同等のもの） 
 

 これにより、サービス用の仮想サーバの起動時に初期設定を流し込み、
スクリプトを実行することで、初期構築できるようになる 
 
 
 
 
 
 
 
 

 現状開発を進めているのは、仮想アプライアンス向けだが、いずれは
一般提供したいと考えている（時期は未定） 

ストレージ 
アーカイブ 

メタデータ 

システム 
ストレージ 

仮想サーバ 

システム 
ストレージ 

仮想サーバ 

(1) イメージ展開 

(2) 仮想サーバ起動 
＋ライセンスアクティベーション 

(3) 仮想サーバ停止 

(4) 仮想サーバ起動 
＋メタデータ 

(5) ソフトウェアインストール 
＋設定 

Windows系構築プロセス 
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本セクションのポイント 
 インフラストラクチャーP2パブリックリソースは、IIJの豊富なサービ

スが動作する仮想サービスプラットフォームの開発を絶賛推進中！ 
 

 時期は未定ですが、現在、以下の提供を予定しています。 
• Omnibus 
• マネージドファイアウォールサービス 
• DBサービス（Microsoft SQL Server） 

 
 以下は、弊社営業にご相談ください。 

• SEIL/x86 
 

 起動時のメタデータ対応については、時期は未定ですが、コントロー
ルパネル及びAPIから利用できるようにしたいと考えています。 
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ストレージ拡張への取り組みについて 
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ストレージ機能の対応状況 
 ホスティングパッケージとP2パブリックリソースのストレージ機能の

対応状況 
• 薄赤のセル：ホスティングパッケージからの改善 
• 薄黄のセル：今後の拡張を検討中 

ホスティングパッケージ P2パブリックリソース 

OS領域ストレージ 基本ディスク システムストレージ 

ベストエフォート 
拡張ストレージ 追加ディスク 追加ストレージ 

ベストエフォートタイプ 
IOPS保証型 
拡張ストレージ × 追加ストレージ 

性能保証タイプ 

オフラインバックアップ × ストレージアーカイブ 

オンラインバックアップ × × 

クローニング ○ ○ 

インスタントクローニング × × 

暗号化 × × 
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新機能実現に向けて(1) 
 オフラインバックアップやクローニング（アーカイブからのカスタム

OSイメージ展開）は提供済み 
 

 実は、オンラインバックアップやインスタントクローニングは、リ
リース前から検討していた 
• オンラインバックアップやインスタントクローニングをストレージ製品の機能を使用

して実現するには、追加でライセンスが必要となり、コスト増になる 
• ストレージ製品の機能に頼ると、使用可能なストレージ製品が固定化される（ベン

ダーロックイン）、またはストレージ製品に求める要件が増えてしまうなどがあり、
可能な限り避けたい 

• Snapshotを使用する場合、ストレージ製品は同一筐体内にとることを前提にしている
ことが多い為、snapshotで使用する分を開けておく必要がある。全ての容量を売り切
ることはできなくなるので、一筐体あたりのコストが増える 

 

P2パブリックリソースでは、ストレージ製品の機能に頼らず、 
これらの機能の実現に向けて検討中 
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Hypervisor 

新機能実現に向けて(2) 

VM 1 

マスタ 差分 

Volume 1 

VM 2 

マスタ 差分 

Volume 2 

Hypervisor 

VM 1 

Volume 
1 

VM 2 

Volume 
2 

iSCSI Storage #1 

LUN 
1A 

LUN 
1B 

iSCSI Storage #2 

LUN 
2A 

LUN 
2B 

iSCSI Storage #3 

LUN 
3A 

LUN 
3B 

現状の方式 検討中の方式 

Hypervisor部分で 
ボリュームを構成して 
各機能を実現する 
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オンラインバックアップ（LVM snapshot案） 

Hypervisor 

VM 1 

マスタ 差分 

Volume 1 

iSCSI Storage #1 

LUN 
1A 

LUN 
1B 

iSCSI Storage #2 

LUN 
2A 

LUN 
2B 

Backup Server 

マスタ 差分 

Volume 1 

Archive 

Backup Process 

バックアップデータ #1 

バックアップデータ #2 

バックアップデータ #N 

： 

(1)Snapshotを作成 

(2)Backup Server上でBackup Processが 
snapshotからバックアップデータをArchiveへ保存 

 HypervisorとBackup Serverで同じ領
域（マスタ用、差分用）をmount 

 LVMでVolumeを構成し、LVM 
snapshotで静止点を作成 

 Backup処理は、Backup Server側で実
施（Hypervisorで実施すると、Backup
中のLive Migrationができない） 
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インスタントクローニング（LVM snapshot案） 

Hypervisor 

クローン 
VM 1 

マスタ クローン 
ストレージ 

Volume 1 

iSCSI Storage #1 

LUN 
1A 

LUN 
1B 

iSCSI Storage #2 

LUN 
2A 

LUN 
2B 

Hypervisor 

クローン 
VM 2 

マスタ クローン 
ストレージ 

Volume 2 

Hypervisor 

クローン 
VM 3 

マスタ クローン 
ストレージ 

Volume 3 

iSCSI Storage #3 

LUN 
3A 

LUN 
3B 

Snapshotを作成し、仮想サーバは 
Snapshot側の領域（クローンストレージ）を 
使用する 

 マスターとなるシステム
ストレージは、クローン
VM間で共有 

 マスターストレージから
スナップショットを作成
し、仮想サーバはこの
snapshot側の領域（ク
ローンストレージ）を使
用する 

 この方式だと、短時間に
複数のクローンVMの作
成が可能 
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LVM snapshot案の検証結果(1) 
 オンラインバックアップ 

1. Backup Server側でスナップショットを作成しオンラインバックアップ → 失敗！
（スナップショット後に作成したファイルなどが存在する） 

2. Hypervisor側でスナップショットを作成し、Backup Serverでスナップショットを
mount後、オンラインバックアップ → 微妙に失敗！（上記ほどではないが、スナッ
プショット取得時点の状態ではない） 

 
 インスタントクローニング 

1. 通常起動 → 問題なし 
2. ライブマイグレーションすると、ストレージが壊れるケースを確認 

 

スナップショットを作成すると、新規作成されたものや、変更されたも
のなどの情報をストレージに保存するようになる。 
LVMのスナップショットの場合、kernelのメモリ上にもこの情報が存在
することが判明(exception table)。複数のHypervisorから同じス
ナップショットをmountすると、このメモリ上の情報が共有されない。 
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LVM snapshot案の検証結果(2) 

Hypervisor 

VM 1 

マスタ 差分 

Volume 1 

iSCSI Storage #1 

LUN 
1A 

LUN 
1B 

iSCSI Storage #2 

LUN 
2A 

LUN 
2B 

Backup Server 

マスタ 差分 

更新情報A 

更新情報B 

exception table 

更新情報B 

更新情報A 

exception table 

スナップショット用のボリュームに書き込まれる 
更新情報は、両方から参照可能 

exception tableの更新情報は、更新を行った 
ノードのメモリ中にのみ存在するため、 
他のノードから参照することができない 

Volume 1 
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インスタントクローニング（qcow2 backing file案） 

Hypervisor 

クローン 
VM 1 

マスタ 差分 

Volume 1 

iSCSI Storage #1 

LUN 
1A 

LUN 
1B 

iSCSI Storage #2 

LUN 
2A 

LUN 
2B 

Hypervisor 

クローン 
VM 2 

マスタ 差分 

Volume 2 

Hypervisor 

クローン 
VM 3 

マスタ 差分 

Volume 3 

iSCSI Storage #3 

LUN 
3A 

LUN 
3B 

qemu‐imgで作成した差分ボリューム 

 マスターとなるシステム
ストレージは、クローン
VM間で共有（backing 
file） 

 差分が書き込まれる領域
は、別ストレージで用意 
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qcow2 backing file案の検証結果 
 インスタントクローニング 

1. 通常起動 → 問題なし 
2. ライブマイグレーション → 問題なし 
3. しかし、ある条件下で、qcow2ファイルが破損する状態に遭遇 

 
 
 更新されないケース 

• ddで書き込み 
• ext2の領域に書き込み後、Hypervisor強制停止すると、破損している領域が存在（信

頼性はファイルシステム次第） 
 
 
 

 
 cache=‘directsync’を使用する 

• L2 Tableは更新されるようなるが、性能劣化が目立つ 
• Live Migrationできなくなる（unsafeモードなら一応できる） 

→ qcow2のL2 Tableが更新されないケースが存在 

→ VMからVIRTIO_BLK_T_FLUSH requestが発行されると 
  qemuプロセスは、L2 Tableのcache flushが行われるが、 
  ddでの書き込みやファイルシステムによっては発行されない 

→ 実運用を考慮すると、問題ないとは言い難い 
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本セクションのポイント 
 インフラストラクチャーP2パブリックリソースでは、ストレージ製品

の機能に頼らず、ストレージ機能の拡張に向けて、検討中。 
 

 オープンソースの機能を活用する方式で最適解を模索中。 
• LVM snapshotは、メモリ上（exception table）にも、スナップショットの情報を保

持するので、複数のサーバで同一snapshotを利用することはできない 
• qcow2は、L2 Tableが更新されないケースがあり、データが破損することがあった 
 

 提供にはもう少しかかりそうです。がんばります！ 
 
 
 

 



© 2016 Internet Initiative Japan Inc. ‐ 45 ‐ ‐ 45 ‐ 

ご静聴ありがとうございました。 
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